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成犬64匹をネンブタール (pentobarbital sodium , 35mg/kg, i.p.) 麻酔下で気管切開後，カフ付ス
パイラルチューブを気管に挿入し動物を仰臥位に固定し以下の実験を行なった。

















1.両筋(オトガイ舌筋，茎突舌筋)とも呼吸に伴う筋活動は， Pa02 が高く PaC02 が低い状態では認





2. 呼吸に負荷を与え，両筋の呼吸に伴う筋活動が始まる活動初期の時点と，筋放電の振幅が 3 倍以上
になった時点の経口・経鼻気流量を比較すると経鼻気流量に著変は見られないのに対し，経口気流量
が筋放電の振幅の増大に伴い増加した。茎突舌筋の切断によりこの気流の増加量は減少した。
3. 下顎骨の区域離断によりオトガイ部を後方へ変位させて舌根部を狭くすると 両筋の筋活動は増大
し，これは，オトガイ部の前方移動により舌根部気道が拡大するにつれて減少した。これらの変化は
舌神経や舌咽神経の切断によっても影響されなかった。ちなみに舌下視神経オトガイ舌筋枝からはオ
トガイ部移動に伴う感覚性の反応が記録された。
4. a; 両筋ともその呼吸性活動は咽頭部の呼気流によっては増幅されないが，吸気流により両筋の筋
活動が賦活された。
b; 声門閉鎖によってオトガイ舌筋の呼吸に伴う筋活動が抑制されたのに対し茎突舌筋の呼吸に伴
う筋活動は増幅された。この反応は両側の上喉頭神経の切断により消失した。一方声門を聞大
させた場合はオトガイ舌筋の呼吸に伴う筋活動に対する抑制効果は認められず茎突舌筋に対し
てのみ興奮が観察された。
(総括)
鼻腔路単独の呼吸から口腔路が加わった呼吸状態では呼吸活動時の経口通気路の拡大にはオトガイ舌
筋単独の働きのみならず茎突舌筋の働きも相まって一層効果的に行われることが示され，さらに咽頭部
の気流や声門の活動によってこの動きが影響を受けている様相が明らかとなった。
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論文審査の結果の要旨
本研究は気道口腔路の調節機構に対する外舌筋の関与についてオトガイ舌筋と茎突舌筋を対象に筋電
図学的に検討したものであるO
成犬を用いた実験から鼻腔路単独の呼吸に口腔路が加わった呼吸状態においては オトガイ舌筋の働
きに茎突舌筋の措抗的活動が加わって初めて経口通気路の拡大がなされることが示された。さらに両筋
の活動は咽頭部気流感覚や声門開閉度にも影響を受けていることが明らかとなった。
本研究は外舌筋活動の分析から複雑な舌根部咽頭の気道調節機構の一端を明らかにした点で意義ある
ものと考えられ，今後の上気道の生理的仕組みを解明する上で有用な指針を与えるものである。よって
本研究者は博士(歯学〉の学位を得るに十分な資格があるものと認められるO
